
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年 牛木

〇学校探検を、２年生と協力し合って行い、
より充実した活動にするとともに次年度への
意欲付けを行うことができた。
〇どのような点に注目して発見したことを言
葉にしたらよいかをわかりやすくして学習
カードを工夫した結果、物事を細かく見たり
詳しく調べるなどの書く力がついてきた。
◎個人で考えた後にクラス全体で発表しあっ
たことで気付きを広げたり、深めたりすること
ができた。
〇ＩＣＴを活用することで、児童の興味関心を
ひき、より理解を深めることができた。画面を
拡大させて、細部まで観察し、記録しようとす
る児童の姿が見られた。また児童同士の交
流活動でも、互いに見合って話うことができ
た。

〇学校探検では、校内や校庭を興味をもって探検し、学校
にどのような施設があるのか、施設をどのように使うのかと
いうことについて知ることができた。
〇学校探検をする中で、学校にはいろいろな人が働いてい
ることや、２年生などのお兄さん・お姉さんがいるということ
に気付くことができた。
〇アサガオの世話を通して、植物が成長することの喜びや
世話の大変さに気付くことができた。継続的に世話をしたり
植物への愛着を深めたりすることが難しい児童がいた。
◎成長過程を記録する際に、成長した喜びや、成長への期
待の気持ちをもつことはできるが、葉脈やつるの生え方など
細部まで観察することが難しい児童がいた。
〇季節を扱う単元が天候に左右され、十分に実施できな
かったことがあった。

①自分自身の学ぶ姿勢
◎アサガオの成長の変化に気付きにくい児童もいるため、ICT機器を活用
して、より細部まで観察できるようにしたり、全体で気付きを交流できる場を
設けたりする。定期的に行い、アサガオへの関心を高め、愛着を深めてい
けるようにする。
○季節を扱う単元について、ICTを活用したりするなど計画を見直し、屋外
での活動以外の代替案を考える。
②学ぶ内容
○観察カードに記録する際、(目（みて）・耳（きいて）・鼻（におい）・手（さ
わって）・心（かんじたこと）など）観察のポイントを明確にしたり、黒板に提
示したりする。
③学びの方法
○活動での気付きや感想など、言葉や絵に表すことが苦手な児童には、
全体で気付きを交流した後、教師が一緒に気付いたことを整理しながら観
察カードへの記録を行うようにする。

第２学年

○１年生に対して学校を案内する活動を通し
て、学校生活に１年間慣れ親しむことができ
たことを実感するとともに、上級生としての意
識をもつことができた。
〇自分の気付きやもっと知りたいこと、調べ
たことを学習カードにまとめることで、少しず
つ物事を観察する力がついてきた。（国語の
学習と連携してメモにとることができるように
なった。）
◎学習の成果を交流する場面を設定した
（町たんけん、これまでのわたしこれからの
わたし）によって読み手や聞き手を意識して
発表出来た。また友達の発表のよさを見付
け、さらに自分の発表に生かそうとしてい
た。

○１年生に対して学校を案内する活動を通して、上級生の
立場へ意識が変わっていった。
○地域の農家と連携してミニトマトの栽培を行った。１年生
で朝顔を育てた経験を生かして、愛情をもってお世話するこ
とができた。また、観察では、五感を使って調べることが身
に付いた。気付いたことは国語の学習と関連させメモに書く
ことができるようになった。メモをもとに生長の様子や自分
の気持ちを詳しく表現できるようになっている。
〇学校農園で枝豆を収穫したり、トウモロコシを収穫したり
して地域とのつながりを意識する機会をもつことができた。
○一小まつりでは、１年生の頃と比べて、廊下を走らない、
順番を下級生に譲るなど、精神的な成長を感じさせる児童
もいる。また３学期の２年生まつりに向けて、自分達も下級
生を喜ばせたいという意識をもつことができた。

①自分自身の学ぶ姿勢
◎多様な表現でまとめたり発表したりすることに慣れさせていくとともに、国語の学習
と連携させて読み手や聞き手を意識できるように指導していく。その際、「大事なこ
と」「気付いたこと」「振り返り」を盛り込むことを意識させていく。
〇今後予定している「町たんけん」では、地域と自分とのつながりに気付かせるた
め、発問や教材提示を工夫して一人一人が学習に意欲をもつことができるようにす
る。
②学ぶ内容
〇今後予定している校外学習については、児童の安全を考慮したうえで、できるだ
け動植物、地域の人々などにかかわることができるようにし、児童の気付きを促すよ
うにしていく。
〇自分の気付きやもっと知りたいこと、調べたことを学習カードに取りまとめ、単元後
半のまとめの際に活用できるようにしていく。
③学びの方法
〇ミニトマトの観察では、成長の変化により気付くことができるようICT機器を活用す
る。また観察カードでは、大きさや数、形、においなど観察の観点を明確にしたカード
を用意したり、黒板に提示したりする。
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